
第
23
期
生
（
２

年
生
）
の
「
奈
良
宿

泊
研
修
」
〔
11
月
20

日
夜
出
発
、
11
月
21

日
～
23
日
〕
が
無
事

終
わ
り
ま
し
た
。
私

た
ち
の
学
習
を
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

す
べ
て
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。

本
校
の
奈
良
宿
泊

研
修
は
、
第
１
期
生

の
２
年
次
（
97
年
度
）

か
ら
一
貫
し
て
実
施

し
て
い
る
ビ
ッ
グ
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
奈
良
の
国
宝
・

重
要
文
化
財
等
の
古
建
築
を
、

保
存
や
修
復
の
第
一
線
の
現

場
見
学
や
従
事
さ
れ
る
専
門

家
の
方
々
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を

豊
富
に
織
り
交
ぜ
、
実
地
で

学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
本
校

自
慢
の
独
自
教
育
で
す
。

建
築
系
の
学
校
は
世
界
中

に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

奈
良
の
建
築
を
こ
こ
ま
で
深

く
実
習
し
て
い
る
学
校
は
他

に
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

今
年
度
の
奈
良
宿
泊
研
修

で
は
、
以
下
の
建
築
物
を
専

門
家
の
充
実
し
た
解
説
付
き

で
訪
ね
ま
し
た
。
〔
見
学
順
〕

①
東
大
寺
〔
三
月
堂
（
法
華

堂
）
、
二
月
堂
、
鐘
楼
、
大

仏
殿
、
転
害
門
、
正
倉

院
正
倉
、
南
大
門
〕

②
法
隆
寺
〔
西
院
伽
藍
：

五
重
塔
、
金
堂
、
大
講

堂
、
廻
廊
ほ
か
、
東
院

伽
藍
：
夢
殿
、
「
礼
堂
」

＊
修
復
工
事
現
場
見
学
〕

③
瀧
川
寺
社
建
築

瀧

川
昭
雄
会
長
の
特
別
講

義
「
古
代
中
国
の
建
築

家
が
発
明
。
魯
班
（
ろ

は
ん
）
尺
に
つ
い
て
」

④
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
」
橿
原
市
今
井
町

の
「
称
念
寺
」
＊
修
復
工
事

現
場
見
学

⑤
今
井
町
の
文
化
財
建
造
物

の
細
部
造
作
＆
意
匠
見
学

及
び

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事

例
の
実
地
踏
査

⑥
當
麻
寺
〔
伽
藍
三
堂
、
現

存
す
る
唯
一
の
双
塔
（
三
重

塔
）
、
西
南
院
庭
園
、
奥
院
〕

⑦
唐
招
提
寺

＊
「
旧
一
乗

院
宸
殿
」
修
復
工
事
現
場
見

学⑧
興
福
寺
〔
南
円
堂
、
三
重

塔
、
北
円
堂
、
国
宝
館
（
阿

修
羅
像
ほ
か
国
宝
多
数
収
蔵

展
示
）
、
東
金
堂
、
五
重
塔
〕

⑨
瀧
川
寺
社
建
築

興
福
寺

出
張
所

國
樹
彰
所
長
に
よ

る
「
中
金
堂
」
再
建
に
か
ん

す
る
専
門
講
義

⑩
元
興
寺
〔
極
楽
坊
本
堂
、

極
楽
坊
五
重
小
塔
、
禅
室
ほ

か
〕
副
住
職
の
講
義

⑪
薬
師
寺
〔
伽
藍
全
域
に
か

ん
し
て
池
田
建
設

石
川
博

光
所
長
の
専
門
講
義
〕
、
薬

師
寺
東
塔
の
修
復
の
現
状
を

確
認
。
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授業見学
大歓迎！
℡
03-
5950-1771

古都で木造建築の生命力を学ぶ

愛知県で11月15日から４日
間開催された「第57回 技能五
輪全国大会」（競技16～17日）
の建築大工職種で、本校第22期
生の小坂哲平さんが銅賞（第5
位）を受賞しました。小坂さん
は昨年、同大会に初出場し敢闘
賞を受賞していました。同期の
木下絢加さん〔㈱YAZAWA L
UMBER〕も初出場し大健闘し
ました＝下写真。

22

期

小
坂
哲
平
さ
ん

銅
賞
技
能
五
輪
全
国
大
会

建築カレッジの「奈良宿泊研修」
保存修復の現場も見学できた！

ちょっとハードに！

（
上
写
真
）
昨
年
10
月
に
再
建

さ
れ
た
興
福
寺
中
金
堂

（
右
写
真
）
「
（
橿
原
市
）
今

井
町
並
保
存
整
備
事
務
所
」
日

裏
康
夫
所
長
の
案
内
で
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
例
を
実
地
学
習



11
月
３
日
（
日
）
開

催
し
た
本
校
の
第
21
回

公
開
講
座
「
木
造
建
築

の
未
来
を
ひ
ら
く
」
に

は
、
約
１
２
０
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

木
造
建
築
の
伝
統
の

継
承
と
担
い
手
育
成
の

意
義
を
主
張
し
て
い
る

後
藤
治
さ
ん
（
工
学
院

大
学
教
授
・
理
事
長
）

は
基
調
講
演
で
、
伝
統

の
技
術
・
技
能
の
継
承

の
意
義
を
強
調
し
つ
つ
、

和
菓
子
の
老
舗
、
虎
屋

の
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「
進
化＝

変
化
へ
の
対

応
を
」
と
問
題
提
起
し

ま
し
た
。

後
半
で
は
本
校
の
4

人
の
卒
業
生
（
設
計
、

大
工
２
人
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

が
日
々
の
仕
事
の
様
子

と
悩
み
を
披
露
し
な
が

ら
、
後
藤
治
さ
ん
と
一

緒
に
、
木
造
建
築
の
未

来
を
ひ
ら
く
た
め
に
何

を
す
べ
き
か
、
考
え
あ

い
ま
し
た
。

工
学
院
大
学
、
法
政

大
学
、
日
本
大
学
な
ど

の
建
築
学
科
の
学
生
が

10
人
近
く
参
加
し
た
こ

と
も
今
回
の
特
徴
で
し

た
。

●
「
建
設
研
究
・
交

流
集
会
」で
宣
伝

11
月
17
、
18
日
、
福

島
県
い
わ
き
市
の
ス
パ

リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン

ズ
で
「
第
26
回
全
国
建

設
研
究
・
交
流
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
事

務
局
も
参
加
し
、
約
３

０
０
人
の
参
加
者
に
、

建
築
カ
レ
ッ
ジ
の
学
校

紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
、
本
校
の
教
育
実

践
へ
の
理
解
と
支
援
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

●
金
田
正
夫
講
師
の

新
刊
発
売

２
０
１
０
年
度
か
ら

本
校
の
講
師
を
さ
れ
て

い
る
金
田
正
夫
さ
ん

（
一
級
建
築
士
）
の
新

し
い
著
書
が
発
売
さ
れ

ま
し
た
。
『
春
夏
秋
冬

の
あ
る
暮
ら
し
～
機
械

や
工
業
材
料

に
頼
ら
な
い

住
ま
い
の
環

境
づ
く
り
』

（
風
土
社

チ
ル
チ
ン
び

と
建
築
叢
書

６
、
19
年
10

月
31
日
）
で
す
。
「
気

候
危
機
」
に
ど
う
立
ち

向
か
う
か
、
建
築
の
在

り
方
に
よ
る
対
応
法
を

科
学
的
に
紹
介
し
て
い

ま
す
。

17
年
度
の
本
校
ミ
ニ

公
開
講
座
の
内
容
の
出

版
化
で
、
本
体
１
８
０

０
円
＋
税
、
全
１
２
７

ペ
ー
ジ
）
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「伝統の技の継承では「専業」にこだわらなくても良い。異業種の「兼業」
があると、視野と人脈が広がり、新たな仕事につながるかも」と後藤教授

今年のミニ公開講座は、身近
なお困りごとや、環境問題や安
全・安心の町づくり、増え続け
る空き家の問題などについて、
建築カレッジ講師陣が楽しくわ
かりやすくレクチャーします。
どなたでもご参加いただけます。
参加無料。次回は、
12月20日（金）午後7時～
「昔ながらの街並みを残したい
～木造と路地を活かして地震と
火災から命をまもる～」

担当講師：金田 正夫さん
（一級建築士）

第21回公開講座「木造建築の未来をひらく」11月3日（日）

後藤治さんと卒業生が本音で討論
今
年
度
も
ミ
ニ
公
開
講
座
ス
タ
ー
ト

古
い
民
家
を
改
修
・

活
用
し
た
商
業
施
設

（
東
京
・
谷
中
）

ミ
ニ
ニ
ュ
ー
ス

本校の母体、東京土建一般労働組合の日野支部は11月24日、実践
女子大学 日野キャンパスで「ＤＩＹ女子」を開催しました。若い女
性を対象に、建築の様々なモノ
づくりを体験してもらうイベン
ト。本校も昨年に続き、コーナー
出展し、建築カレッジの教育の
魅力をアピールしました。同支
部所属の第22期生 木下絢加さ
ん、長谷部浩講師、渡辺義久理
事長、須藤学事務局次長が参加
しました＝写真。

●実践女子大で「ＤＩＹ女子」イベント。建築カレッジも参加

工学院大学 教授


